
》
 

（
六
月
末
日
現
在
）
 
?
 

一
人
 
口
 

一
三
，
八
四
九
 
》
 

一

世
帯
数
 

一
一
、七
三
五
 
一
 

（
六
月
末
日
現
在
）
 

一
三
，
八
四
九

一
一
、七
三
五
 

！を 

、 

I 

岩
木
川
の
畑
耕
作
者
へ

！
 

岩
木
川
原
に
畑
を
作
つ

て
居
る
方
で
ま
だ
役
揚
都
市
計
画
 

課
ま
で
届
け
出
で
な

い
方
は
住
所
、
氏
名
、
大
体

の
坪
数
 

を
大
至
急

お
知
ら
せ
下
さ
る
よ
う
御
協
カ
ね
が
い
ま
す
 

利息 償j塁期間 据置期間 
貸付を継続するもの
についてその期間 

金額の限度 貸付の種類 

五 所 川 原 町 報 昭和 29 年 8 月 20 日 

一
 

北
津
怪
郡
五
所
川
原
町

魂
行
所
 
五
所

川
原
町

役
場
 

言
（二
八番
一
一
一
一
一
謡
）
 

露
雄
庶

務
際
慶
報
係
 

印
刷
所
 
陸

奥
印

刷
株
式
会
駐
 

あ
る
時
は
補
助
農
薬
と
撤
布
農
機
具
等
の

準
備
し
て
あ
り
ま
す
か
ら
役
場

r
連
絡
し

て
下
さ
い
。
 

け
し

の
栽
培
禁
止
 

に

つ

い
て
 

せ
ナ
る
こ
と
K
努
め
ま
す
が
、
補
充
名
簿
 

記
 
青

森
県

知
事
 

外圃人の方ヘノ 
靖
湾
清

濡

暁
 
記
 
農

業
委
員
会
委

員
左

の
通
り
決

定
す

．
 

灸
艮
溶
庁
軒
予
セ
 

登
録
証

男
書

の
 

九
譲
製
漂

鶏
絞

詔
難
些
論

驚
讐
挙
の
日ま
で
に浦】
干
才m指
響

湾
尖
は
厚
生
沃
湯
曳
＋
七
日演
劇
 

j

切
欝
剃

っ
い
て
 
瀬
籍鯵
器
「
」
一露
綴
難
羅
蕪
鶴
難
綴
轡
落
書
 

申
告
用
紙
は
町
選
管
に
準
備
し
て
あ
り
ま
 
湖
旧
m
山
か
け
欧
嘱
お
知
ら
せ
す
る
こ
町
腰
刈
か
加
泳
G
三
難
和
緒
加
を
行
シ
か
 
t

一
1
 

フ
l
ユ
フ
 
・
 

「
難
難
縫灘
い
「
濃総
霧
紅
）
撫
懸難
灘
灘
轟
難
響
響
蕪
麟
議
糾
難
難

織

審
舞

i
 

年
で
有
効
期
問
の
二
年
も

を
上
げ
ま
す
が
、
現
在
居
住
馴
山
し
て
い

n
り
 
り

、
‘
 ・
一
 
二
一
‘ノ
ー
I
J一I
 
 
一
 操
選
は
曜
噂
ゾ
井
肇
哨
押
●
ゾ
七
考
与
に
」
ま
《
ス
も
』
講
西
と

1
て
一戸
担
文
田
を

過
ぎ
ま
す
の
で
外
国
人
の
る
町
村
役
場
に
次
の
書
類
シ
提
出
し
て
拍
て

下
さ
い
  

役
雄
に
お
い
て
識
貿

い
た
さ
せ
ま
す
‘
 
 
受
け
ま
す
か
ら
無
託
可
者
栽
培
春
ゆ
光
分
 

方
は
左
記
留
意
の
上
登
録
の

手
続
を
し
て
下
さ
い
。
 

御
注
意
下
さ
い
。
 

コ
ー
ラ
ス
 

廿
五
日
 

廿
六
日

廿
七
日

廿
八
日

廿
九
甘

三
十
日

冊

一
日
 

蓮
営
審
践
会

書
道
 

4
 

ス
ク
エ
ア
 

チ
ヤ
1
チ
ル
会
 

コ
ー
ラ
ス
 

演
劇
 

母
子
福
祉
資

金

の
貸
付
に
つ
い

て
 

金
額
の
限
度

及
び
貸
付
方
法
一
覧
 

生葉資金 50.00OP 
以内 鷲隔 W1PL14 LV 年3分 

支度資金 
15 、 000F 

以内 全 上 
ク 

5年以内 
' 

能習得 
金 

月額 
1,500円 

以内 
騨離鷲了る期 

~習得期間磯 
~了後 6ケ月~ 
経過すまで 

ク
  

(
1
0
 

年
 
以
 
内
 

生活資金 

本人にっ告月
額 lp00円以
内 扶養して
いる見童 Iへ
にっ言月額 
500円以内 

技能習得資金の交付
を受けプいる期間中 

全 上 

' 

10年以内 <
 
 

本
資
 
業
 
継
 
続
金
 

 

I回にっき 
30,000円 
・以丙 

据置なし 2年以丙 ' 

！ 

修学資金】は央地修練月

高等学校月額
加0円大学又 

’額 2,000円以
内 

修宝冬は実地修練の 

1Il1FF1 

その扶養する見童の竃灘騒据置期間 
了懲6ケ月 

曹轡皿する 20 

経過後 

年以内 
無利子 

修
 
築
 
爵
 
金
 
頬
」
 

に
ノ
 

叩
以
 
円

内
 

鷲議鮮難讐 
よ 、 

' 
5年以内 年

 
扮
 

な
い
き
幽
先
支
梯
か
ら
除
か
れ
る
か
ら

作
二

，
返
還
の
手
続
に
つ
い
て
は
各
自
の
上

一
 
 
翌
意

蓮
還
晶
求
手
続
を
す
る
と
と
o
 

 

十
六
日

吉
 
陸
港
税
関
あ
て
と
す
る
こ
と
o
 

不
明
な
点
は
東
北
財
務
局
青
森
財
務
部
 

町
耀
「
」
瞬
剖

烏

鍵
鋤

淘
ぐ
加
 
不
要
。
 

一
委
負
 

ク
 
木
 
村
 
忠
 

一
 
郎
 
照
会
の
こ
と
 

一
にー
こ

a
hン
と
・
 
、
【
1
に
王・
●
・【
こ

【
・
フ
 
、

一
 ・
 
ク
 
平
 
山
 
日
 

田
 
夫

三
，
螺
関
係
各
税
関
別
引
揚
者
持
帰
証
券
 

山
ー
 オ
把

だ
若
「
‘
ノ
A
イ
【綿
雲
司

詣

4
じ

ノ
 
、
て
 

‘
 
ク
 
長
 
内
 

唯
 
六
 

鎖
未
請
求
者
名
簿
は
慨
厚
生
課
で
該
団
 

ク
 
高
 
橋
 
信
 
吉
 

体
か
ら

一
時
預
り
中
で
す
か
ら
希
望
者
 

毎
年
九
月
十
五
日
現
在
で
調
製
す
る
基
本
 
を
有
す
る
も
の
 〔即
ち
昭
和
二
十
九
年
 
ク
 
寺
 
田
 
三
 
次
 
郎
 

は
述
絡
さ
れ
た
い
 

選
挙
人
名
簿
は
本
年
度
分
と
し
て
近
く
調
 
六
月
十
四
日
以
前
に
当
町
に
住
所
を
有
 
（
 
高
 
橋
 

弼
 
左
 
工
 
門
 

、
ー
を
？
ー
？
？
・
く
く
ー
・
・
・
 

製

に
取
り
か
、
り
ま
す
。
今
回
の
名
簿
に
 

す
る
こ
と
）
 
！
 

ク
 
宮
 
崎
 
勇
 
治
 

・
・
‘
 
』
 
・
 

登
載
さ
れ
る
の
は
左
の
要
件
を
備
え
て
居
右
に
該
当
す
る
人
は
町
選
管
で
不
日
配
布
 
ク
 
山
 

川
 
克
 
治
 

農
家
へ
 
に
 

る
本
は
必
要
と
し
ま
す
。
 

す
る
申
告
用
紙
に
一
人
洩
れ
な
く
記
入
し
右
組
織
会
に
於
て
会
長
及
代
表
者
会
議
員
 

b

柵

ら
ど
 

肥
 

て
差
し
出
し
て
下
さ
い
。
 

に
左
の
通
リ
推
薦
さ
る
 

d

4
ノ
 
‘
 

一
、
昭
和
二
十
九
年
十
二
月
二
十
日
ま
で
 

、
二才
‘
 
三
 
甘
 

算
 
一
⑧
全
国
侵
良

農
機
具
共
進
会
 

秘
糟
詳
犠

醜

議
駒

繊

市

厄
弾

ん
名
奪
 
舞

者
会
議
員
三
潮
麟
 履
騒
隷

碍
報
騒
難
競
瞬

二
砦
〒
聖
背
ー
」・
そ
に
与い
襲
影
ぎ
 

引
陽
者
待
婦
り
 
競

璃
齢
難
驚
二

i
 

ら
臨
准

務
窪
漕

漂
溝

来
る
十
月下
旬
か土
月
上
旬ま
でに
虻
 
ー
証
券
に
引
い
て
 
日
時

懇
”
二
什訟
 

」
 
‘
 

知
事
の
選
挙
が
行
な
わ
れ
ま
す
が
、
と
の
一・ー

・
・
‘
・
・
ー
ー
・
ー
ー
 
／
 
⑧
耕

作
反
別
異
動
報
告
に
つ

い
て
 

一
 町
議
会
の
動
き
 
響
准
習
湾
鐸
給
漕
昭
和鍾
』
裟
結
響
競
い
」「
」
踊
穏
潜
澄
漕濃
湾
●
媛
 

二
十
八
午
九
月
十
五
日
現
在
で
調
製
レ
た
に
な
つ
た
か
ら
早
急
に
手
続
さ
れ
る
ょ
う
・
場
に
報
告
し
な
い
こ
と
が
あ
り
生
す
が
，
 

も
の
t
す
か
ら
、
そ
の
後
、
眠
知
事
の
選
一
お
しら
せ
し
ま
す
，
 

一
 
（
特

K
一
部
保
有
農
家
）
供
米
及
び
米
の
配
 

町
議
会
事
務
局
  

挙
ま
で
に
有
斯
者
が
相
当
叶
加
し
て
い
る
一
 

左
 
配
 

給
上
非
常
に
困
り
ま
す
か
ら
必
ず
報
告
し
 

獲
難
夢

縞
験
競
散
継
戸

識
綴
鍵

覇
繊

数
鱗
雛
「

郵
害
脇
除
に
努
め
ま
しよ
りo
 

「
 
痛
時
町
義・
欧へ
七
月
ト
八
日
ン
 

一
 

案
件
 

を
調
製
し
ま
す
か
ら
必
ず
申
告
し
て
下
さ
一
 
月一
日
か
ら
開
始
さ
れ
る
が
閉
鎗
機
関
一
八
月‘
の巾
頃
ょ
り
稲
熱
病
（
イ
モ
チ
）其
の
 

（
一
、

農
業
委
員
会
委
員
推
認
の
件
 

い
 

・
・
 
．
 

一
 
関
係
は
十
一
月
十
五
日
ま
で
、
内
地
銀
仙
稲
の
病
虫
害
の
一
発
生
の適
期
に
な
り
ま
 

一
 

1
 
木
村
重
育
氏
K
決
定
  

申
告
す
る
期
日
は
迫
っ
て
皆
橡
に
れ
知
ら
一
行
は
＋

一
月
三
十
日
ま
で
支
携
請
求
し
ー
す‘
から
常
に
網
の
状
態
に
注
意
し
異
状
の
 

北
斗
グ

ラ
ン

ド

使

用

申

込
に

つ

い
て
 

北
斗
グ
ラ
ン
ド
（
球
場
）使
用
申
込
に

つ
い

て
は
従
来
五
所
川
原
町
体
胃
協
会
に
申
し

山
た
の
で
す
が
，
今
後
は
町
役
場
に
使
用

願
を
提
出
の
上
使
用
す
る
こ
と
に
致
し
ま

し
た
か
ら
各
圏
休
に
て
使
用
の
筋
は
左
肥

留
意
の
上
申
畠
下
さ
い
。
 

詑
 

一
、
グ
ラ
ン
ド
の
維
持
管
理
上
使
用
後
は

よ
く
整
備
し
敗
損
せ
ぬ
ょ
う
願

い
ま
す

一
，
使
用
申
込
は
一
週
間
以
前
に
申
し
田

下
さ
い
。
申
込
用
紙
は
町
役
場
民
生
課
一

に
備
付
し
て
居
り
ま
す
。
 

伝
染

病
の

話
 

「終
腰
後
猛
威
を
ふ
る
つ
た
発
疹
チ
フ
ス
、
．
 

痘
そ
う
、
赤
痢
．
腸
チ
フ
ス
等
各
種
の
停

染
病
も
国
を
挙
げ
て
の
強
力
な
防
疫
陣
の

前
に
年
々
そ
の
発
生
率
が
激
減
し
つ
、
あ

り
ま
す
が
，
 ひ
と
り
赤
痢
の
み
は
昭
和
一
一

十
玉
年
ょ
リ
再
び
増
加
し
今
年
も
す
で
に

昨
年
の
五
割
墳
と
な
り
そ
の
洗
行
が
懸
念

・

さ
れ
て
お
リ
ま
す
か
ら
左
犯
に
充
分
御
注

意
し
て
下
さ
い
。
 

左
 
肥
 

ー
，
家
庭
で
の
嗣
理
を
循
生
的
に
す
る
こ

と
。
 

2
，
生
水
，
 生
も
の
に
注
意
す
る
こ
と
 

3
、
手
洗
の
助
行
 

一
 

4
、
姻
の
馴
除
 

。
五
所
川
原
町

に
も
赤
痢
が

】
名
発
生
し

ま
し
た
。
 お
互
に
予
防
の
万
全
を
期
し
一

ま
し
よ
う
 

八
月
一
日
付
 

外
 
崎
 
美
智
雄

昭
和
二
十
八
年
度
建
設
五
所
川
原
町
公

営
住
宅
第

一
種
住
宅
管
理
人
を
委
嘱
す

る
。
 

一
反
する
事
に
な
り
ま
す
か
ら
充
分
郷
注
意
 

予
 

却
擦
結
盤
」
臓
群

か
自
鷲
」

詳
認
湖
犠
呼
」芦

一
か挙
に
よ
琳
貫
村
 

匪
発
に
は
趨
鷹
浦
了
年
月
一
 
五
豊
う

L
泊
曾

r
社
散
既
糾
 
一

1
遥
任
に
よ
る
委
員
 

日
が
記
人
さ
れ
て
居
り
ま

一
、
窟
皿
三
枚

（
五
セ
ン
チ
米
挙
方
形
又
 
委

員
 

三
 

浦

ナ
9
共

の
明
明
繭
了

ー
ケ
 
は
名
剰
形
の

，
無
町
且
つ
正
面
上
準
身
  

ク
 
昔
 
割
 

●

難
雌

m
蜘
特
肋
〈
薩
狂
一
 

か
釦
う
巳
か
雷
刻
相
闘
墜
活
 
一

1
選
任
に
ま
る
奏
a
  な

い
き
幽
先
支
挑
か
ら
余
か
ん
る
ト

つ
 
十
五
日
 
チ
ヤ
ー
チ
ル
会
、
社
会
講
座
 

な
け
れ
嘱

ほ
」
」
”

二
外
国
人
登
録
証明
書
 

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
 ・
・
F
~
 
i・
ー
ニ
・
ー
ー
 
ノ

ソ

r」上
か
百
茅

I国
「
‘、二
）
「囚
 

り
ー

‘
？
。

・F
い
，い
わ
…
一
，
外
国
人
登
録
証
明
書
 

‘
 

'
 

み
・心
さ
ル
加
持

い
澄
般
征
 

マ
‘
f
 

（青
森
市
浦
町
字
橋
本
）
又
は
枇
団
法
人
 

小
田
桐

喜
代

太
郎
 

引
湯
者
団
作
全
国
迎
合
会
〔
東
京
都
新
 

千
 
葉
 
幸
 
助
 

宿
区
四
谷
ー
ノ
五
）
 
に返
信
料
を
付
し
 

重卯藤 



戸籍究 

川生 男七名 女十名

計 ー七名、 

死亡 男五名 女三名 

．計 八名 

心 

4・ 
ー十九七六五四三 
日 日 日 日 日 日 日 日 

柳
 
町
 

田
 
町

雛
 

田

大
 

町

上
平
井
町
 

子
 
川

端
町
 

錦
 

町
 

新
 
町
 

田
 

町
 

柏
原
町
 

子
 

柳
 
町
 

志
 
兄
 
町
 

夫
 
本
 

町

昭

」
 
 

岩

木
町
 

新

宮
！
町

田
 
町
 

一
一
女
 

東
 

町
 

死
 
亡
 

成
田
興
太
郎
 
五
三
 
下
平
井

町

中
村
 
忠
吉
 
六
三
 
元
 
町

工
藤
 
サ
ン
 
山
ハ
七
 
 

頼

生
町
 

新
岡
 
新
一
 
一
一・
一
 
錦
 
町
 

木
村
 
こ
ょ
 
七
六
 
像
谷
町

水
上
 
秀
夫
 
一
七
 
 

田
 
町

木
村
 
秋
彦
  
o
 

幾
島
町

後
藤
 
チ
ョ
 
三
八
 
錦
 
町
 

用
 

の
 

火
 

嚇加納期内に必愁内めませう ー
 

ー
 

‘
 

．
，一
 

．
 

.
 
J．
 

一
全
の措
置
が
な
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
 

市
町
村
競
延
滞
・
抽等
の
巌
重
徴
収
指
示
に
 

一ー
‘
…

；
“
  

・・I
・
；
一
 

ー
 
‘
 

一
・・

？
白H
3
1
、
乞
十・
一
七t
ー
‘
、
 

税
金

の
微
牧

に
就

て
 

ま
し
た
。
 

当
町
と
し
て
も
験

民
現
の
微
収
も
あ

り
、
延
滞
金
並
手

数
料
を
微
収
い
た

さ
ね
ぱ
な
り
ま
せ

ん
か
ら
税
金
は
必

ら
ず
納
期
内
に
完

納
し
て
下
さ
い
。
 

若
し
納
期
内
完
納

で
き
か
ね
る
と
老

は
微
収
独
予
及
び

分
割
納
付
申
請
書

を
提
川
し
て
下
さ
 

、
  
。
 

レ
 

粕
金
娩
手
数
料
む
査
票
の
取
扱
い
に
つ
い
で
は
慣
重
な
配
慮
⑨
花
火
の
火
薬
を
抜
き
取
り
子
供
が
ビ
ン

・
 
 
i

i

ー

一1
、
？

《
1
一
、
 

卿
か
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